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研 究 内 容 1．MR-proADM濃度と腎不全時の降圧治療抵抗性および脂質異常症との関連性に関する研究
　酵素免疫測定法および質量分析法を用いた血漿中MR-proADMの高感度測定法を開発し、慢性腎
不全患者の血漿中MR-proADM濃度は健常人と比較して有意に高いことを示した。また、その濃度
は生体腎移植後に急激に低下することを明らかとした。慢性腎不全患者において、降圧治療抵抗性
と血漿中MR-proADM濃度の間に有意な正の相関が認められることを示し、MR-proADM濃度と脂
質異常症との関連性を明らかとした。さらに、健常人における検討において、MR-proADM濃度は
血管不全を反映する鋭敏なバイオマーカーであることを示した。
2．N-acetyl-seryl-aspartyl-lysyl-proline（AcSDKP）濃度と腎性貧血との関連性に関する研究
　酵素免疫測定法による血漿中AcSDKPの高感度測定法を開発し、慢性腎不全患者の血漿中
AcSDKP濃度は健常人と比較して有意に高いことを示した。また、その濃度は生体腎移植後に急激
に低下することを明らかとした。さらに、慢性腎不全患者において、腎性貧血の合併の有無で、血
漿中AcSDKP濃度に有意な違いが認められることを明らかとした。
3.  抗感染症薬の適正使用（薬物動態および治療薬物モニタリング）に関する研究
　発熱性好中球減少時におけるバンコマイシンおよびテイコプラニンの至適血中濃度を明らかとし
た。ボリコナゾールはCYP2C19遺伝子多型に基づく減量により、有効血中濃度到達率が高いこと、
高濃度の持続時間が高いと肝障害の発症頻度が高いことを明らかとした。イトラコナゾールは活性
代謝物の遊離型分率の方が低く、有効性と関連している可能性および未変化体の遊離型濃度が有害
事象と関連している可能性を示した。ドリペネムおよびボリコナゾールの特殊病態下における薬物
動態特性を明らかとした。さらに、多くの広域抗菌薬の高感度同時定量法を開発し、治療薬物モニ
タリングに応用可能であることを確認した。
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